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■―いま、これを伝えたい！― 協同組合下関ふく連盟

■県内の元気のある中小企業紹介⑰
 山口ネットワークシステム有限会社

■組合士検定試験の腕だめしコーナー
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■ 中小企業組合士検定試験受験者受付中

■ 技能検定試験技能五輪山口県予選大会のお知らせ

山口県の
中小企業

■景況動向

■ 中小企業等協同組合法の一部を改正する法律案の概要

■ 平成24年度 人事労務管理セミナーのご案内
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シリーズ

を
設
立
し
ま
し
た
。そ
し
て
、原
点
に
返
り
、

下
関
ふ
く
、「
磨
き
ふ
く
」
の
安
心
・
安

全
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
、
本
場
、
下

関
の
水
産
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

【
年
間
を
通
じ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
】

○　
秋
の
ふ
く
ま
つ
り
（
９
月
29
日
）

　

ふ
く
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
全
国
に
告
げ

る
行
事
で
、
毎
年
９
月
29
日
、
市
内
の
亀

山
八
幡
宮
「
世
界
一の
ふ
く
の
像
」
前
に
お

い
て
、
豊
漁
と
航
海
の
安
全
、
業
界
繁
栄

を
祈
る
神
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
、
は
え
縄
漁
船
約
70
隻
が
操
業
し
千

ト
ン
の
水
揚
げ
を
見
込
ん
で
お
り
、
初
競

り
が
９
月
24
日
に
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
ふ
く

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

○　
下
関
さ
か
な
祭
（
11
月
23
日
）

　

下
関
漁
港
を
会
場
に
、ふ
く
は
も
ち
ろ
ん
、

下
関
近
海
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
を
安
価
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
ふ
く
刺
し
販
売
は
毎

年
長
蛇
の
列
が
で
き
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

○　
ふ
く
の
日
祈
願
祭
（
２
月
９
日
）

　
「
ふ
く
」
の
語
呂
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
２

月
９
日
を
「
ふ
く
の
日
」
に
制
定
。
市
内

の
恵
比
寿
神
社
に
お
い
て
、
豊
漁
と
航
海

の
安
全
を
祈
願
し
、市
内
の
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
慰
問
し
、
ふ
く
刺
し
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

 

下
関
ブ
ラ
ン
ド「
ふ
く
」を
Ｐ
Ｒ

―
い
ま
、こ
れ
を
伝
え
た
い
！
―

【組合概要】
　○　代 表 者：松村　　久
　○　業　　種： ふくを取扱う事業者又はふく

に関連する事業を行う事業者
　○　所 在 地：下関市彦島西山町四丁目11番39号
　○　☎ 083-267-8181  FAX 083-266-8256
　○　URL：http://fuku.com
【組合の主な活動】
共同宣伝事業、教育情報事業、福利厚生事業

協同組合下関ふく連盟

【
ふ
く
の
本
場
、
下
関
】

　

下
関
で
は
、
河
豚
（
ふ
ぐ
）
の
こ
と
を

濁
ら
ず
に
「
ふ
く
」
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。

フ
グ
の
音
は
不
遇
に
通
じ
、「
ふ
く
」
は
幸

せ
の
福
に
あ
や
か
っ
て
縁
起
が
良
い
こ
と
か

ら
「
ふ
く
が
福
を
呼
ぶ
下
関
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
明
治
21
年
、
山
口
県
出
身

の
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
が
「
下
関
の
ふ
く

に
は
毒
を
見
ず
」
と
お
墨
付
き
を
出
し
、

全
国
に
先
駆
け
て
下
関
で
河
豚
食
が
解
禁

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
下
関
は
ふ
く
の
本

場
と
し
て
名
を
全
国
に
広
め
て
き
ま
し
た
。

【
任
意
団
体
か
ら
法
人
化
へ
】

　

昭
和
13
年
３
月
、
当
時
の
フ
グ
の
仲
卸

業
者
ら
の
発
案
で
、「
下
関
ふ
く
連
盟
」
と

し
て
発
足
し
、
以
後
73
年
を
経
た
平
成
23

年
11
月
、
ふ
ぐ
に
関
連
し
た
事
業
を
行
う

28
業
者
で
「
協
同
組
合
下
関
ふ
く
連
盟
」

協
同
組
合
下
関
ふ
く
連
盟

て
い
ま
す
。

○　
ふ
く
の
日
ま
つ
り
（
２
月
11
日
）

　

ふ
く
の
水
揚
げ
世
界
一
を
誇
る
市
内
彦

島
の
「
南
風
泊
（
は
え
ど
ま
り
）
市
場
」

に
お
い
て
、
ふ
く
刺
し
や
、
ふ
く
関
連
商

品
の
即
売
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○　
宮
家
ふ
く
献
上
（
２
月
下
旬
）

　

ふ
く
が
最
も
お
い
し
い
２
月
、
調
理
し

た
天
然
と
ら
ふ
く
を
宮
家
に
献
上
し
て
い

ま
す
。

○　
ふ
く
供
養
祭
（
４
月
29
日
）

　

ふ
く
シ
ー
ズ
ン
の
終
わ
り
を
全
国
に
告

げ
る
伝
統
行
事
で
、「
南
風
泊
（
は
え
ど

ま
り
）
市
場
」
に
全
国
各
地
の
ふ
く
関
連

業
者
が
集
ま
り
、
ふ
く
の
霊
を
慰
め
、
関

門
海
峡
に
ふ
く
の
稚
魚
を
放
流
し
て
い
ま
す
。

【
収
益
の
一
部
を
稚
魚
放
流
事
業
に
】

　

ふ
く
の
ま
ち
、
下
関
の
風
物
詩
に
し
よ

う
と
、
端
午
の
節
句
を
前
に
、
こ
い
の
ぼ

り
な
ら
ぬ
「
ふ
く
の
ぼ
り
」
を
作
成
、
販

売
し
、
収
益
の
一
部
を
ト
ラ
フ
グ
の
稚
魚
の

放
流
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

【
安
全
性
と
高
品
質
を
Ｐ
Ｒ
し
消
費
拡
大
を
】

　

組
合
で
は
、
下
関
市
と
一
体
と
な
っ
て
、

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
を
め
ざ
す
協
議
会
を
設

置
し
、「
磨
き
ふ
く
」
の
安
全
性
と
品
質

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
磨
き
ふ
く
」

は
、
フ
グ
調
理
師
免
許
保
有
者
し
か
扱
え

な
か
っ
た
が
、
京
都
府
に
続
き
、
一
般
向
け

の
販
売
が
平
成
24
年
10
月
に
解
禁
と
な
る

た
め
、
こ
れ
を
機
に
全
国
に
「
下
関
ふ
く
」

ブ
ラ
ン
ド
を
浸
透
さ
せ
、消
費
拡
大
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
も
目
を
向
け
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
に
全
国
で
唯
一フ
グ
の
輸
出
を
行
っ

て
い
る
下
関
は
、
中
国
の
フ
グ
食
解
禁
に

向
け
た
動
き
に
も
注
目
し
て
い
ま
す
。

とらふくの刺身とひれ酒用のひれ

初せりの風景
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平
成
24
年
度

中
小
企
業
労
働
事
情
実
態
調
査
の
概
要

 

（
山
口
県
版
）

　
本
調
査
は
、
毎
年
、
全
国
の
都
道
府
県
中
央
会
が
従
業
員
３
０
０
人
以
下
の
事
業

所
を
対
象
に
、
全
国
統
一
の
調
査
票
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
経
営
、
従
業

員
の
労
働
時
間
・
有
給
休
暇
、
育
児
・
介
護
休
業
、
新
規
学
卒
者
の
採
用
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
雇
用
、
賃
金
改
定
等
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
概
要
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。

１
、
経
営
に
つ
い
て

　
（
図
１
）
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、「
悪

い
」
と
す
る
企
業
が
平
成
21
年
よ
り
23
・

３
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
４
年
連
続
の
減
少

と
な
っ
た
。「
変
わ
ら
な
い
」
と
す
る
企

業
が
平
成
21
年
よ
り
19
・
０
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
た
。「
良
い
」
と
す
る
割
合
は
昨
年

よ
り
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。

　
（
図
２
）
直
面
し
て
い
る
経
営
上
の
あ

い
路
に
つ
い
て
は
、「
販
売
不
振
・
受
注

の
減
少
」
の
56
・
４
％
が
最
も
多
く
、
物

が
売
れ
な
い
と
感
じ
て
い
る
中
小
企
業
が

多
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
次
い
で
、「
同

業
他
社
と
の
競
争
激
化
」が
多
く
43
・
１
％

１
．調
査
時
点　
平
成
24
年
７
月
１
日

２
．調
査
対
象　
８
０
０
事
業
所 

（
23
年
度　

８
０
０
事
業
所
）

３
．回
答
数　
４
２
２
事
業
所 
（
23
年
度　

４
１
２
事
業
所
）

４
．回
答
率　
52
・８
％ 
（
23
年
度 　
　
　

51
・５
％
）

8.0

4.4

8.2

10.8

34.0

24.3

33.8

36.9

58.0

71.4

58.0

52.3

H20

H21

H22

H23

8.7
43.3

48.1

（％）

H24

（図１）経営状況

良　い
変わらない
悪　い

で
あ
る
。
平
成
20
年
に
55
・
９
％
と
最
も

多
か
っ
た「
原
材
料
・
仕
入
品
の
高
騰
」は
、

平
成
21
年
以
降
は
半
減
し
て
い
る
。

２
、
従
業
員
の
労
働
時
間
に
つ
い
て

　
（
図
３
）週
所
定
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、

「
40
時
間
」
が
最
も
多
い
。「
38
時
間
以
下
」

と
「
38
時
間
超
40
時
間
未
満
」
を
併
せ
た

前
４
年
間
の
割
合
は
、
35
％
前
後
で
あ
っ

た
が
、
今
年
は
40
％
を
超
え
た
。「
40
時
間

超
44
時
間
以
下
」
の
割
合
は
平
成
21
年
以

降
、
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
今
年
は
昨
年

と
同
じ
11
・８
％
と
な
っ
て
い
る
。

３
、
育
児
・
介
護
休
暇
に
つ
い
て

　
（
図
４
）
育
児
休
業
制
度
の
規
定
の
整

備
に
つ
い
て
は
、「
整
備
し
て
い
る
」
が

55
・６
％
と
、
全
国
平
均
を
１
・５
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
た
。

　
（
図
５
）
介
護
休
業
制
度
の
規
定
の
整

備
に
つ
い
て
は
、「
整
備
し
て
い
る
」
が

49
・９
％
と
、
全
国
平
均
を
４
・８
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
た
が
、
育
児
休
業
制
度
に
比
べ

規
定
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ

る
。

４ 

、
新
規
学
卒
者
の
採
用
状
況
に

つ
い
て

　
（
図
６
）
平
成
24
年
３
月
新
規
学
卒
者

の
採
用
充
足
状
況
は
、
採
用
計
画
の
あ
る

55.9

25.3

16.0

29.9

34.6

36.4

48.8

41.0

55.7

63.1

64.5

56.5

H20

H21

H22

H23

25.8
43.1

56.4
H24

原材料・仕入品の高騰 同業他社との競争激化 販売不振・受注の減少

（図２）直面している経営上のあい路 （％）

（図３）週所定労働時間

9.1
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26.2

25.2
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48.4
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46.3
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（％）

16.3

17.5

16.8

11.8

H20

H21
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H23

10.0
30.2

48.1
11.8

H24

38時間以下 38時間超40時間未満 40時間 40時間超44時間以下
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45.1 54.9

49.9 50.1

（図５）介護休業制度の規定の整備 （％）

全　国

山口県

整備している 整備していない

（図６）平成２４年３月新規学卒者の採用充足状況
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19.3 80.7

15.6 84.4

（図８）障がい者の雇用 （％）

全　国

山口県

雇用している 雇用していない

（図４）育児休業制度の規定の整備 （％）

54.1

55.6

45.9

44.4

全　国

山口県

整備している 整備していない

事
業
所
数
・
採
用
計
画
人
数
・
採
用
実
績

人
数
の
い
ず
れ
も
、
平
成
22
年
度
を
底
に

平
成
23
年
よ
り
増
加
し
て
お
り
、
直
近
７

年
間
で
最
多
と
な
っ
て
い
る
。充
足
率
は
、

平
成
22
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

る
。

５ 

、
高
年
齢
者
・
障
が
い
者
の
雇

用
に
つ
い
て

　
（
図
７
）
60
歳
以
上
の
高
年
齢
者
の
雇

用
に
つ
い
て
は
、「
雇
用
し
て
い
る
」
が

73
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
よ

り
１
・９
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。

　
（
図
８
）
障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て

は
、「
雇
用
し
て
い
る
」が
15
・６
％
と
な
っ

（図９）賃金改定状況（％）

20.8

34.2
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22.1

5.3
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28.7 27.7
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7.2
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6.1 5.4

1.7
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4.0 2.9
1.2 2.2 0.8 0.5 0.50.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

引上げた
未　定
今年は実施
しない（凍結）
７月以降引
上げる予定
引下げた
７月以降引
下げる予定H24H23H22H21H20

75.2 24.8

73.3 26.7

（図７）60歳以上の高年齢者の雇用 （％）

全　国

山口県

雇用している 雇用していない

て
お
り
、
全
国
平
均
を
３
・
７
ポ
イ
ン
ト

下
回
っ
て
い
る
。
障
が
い
者
の
就
職
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
る
。

６
、
賃
金
改
定
に
つ
い
て

　
（
図
９
）
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
７

月
１
日
（
調
査
時
点
）
ま
で
の
賃
金
の
改

定
状
況
は
、「
引
き
上
げ
た
」
が
31
・
４
％

で
、
昨
年
よ
り
４
・６
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、

底
と
な
っ
た
平
成
21
年
か
ら
は
10
・
６
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。「
今
年
は
実
施

し
な
い
（
凍
結
）」
が
29
・０
％
で
、
昨
年

よ
り
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、

底
と
な
っ
た
平
成
22
年
か
ら
は
６
・
９
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。
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今
回
は
、
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（axis

・or

・jp
）
と
商
稼
村
塾
（son19

・

com

）
の
制
作
管
理
を
し
て
い
る
山
口

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
有
限
会
社
を

紹
介
し
ま
す
。

　

同
社
は
、
同
業
他
社
が
兼
業
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
業
務
を
行
う
こ
と

が
多
い
中
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
を
専

門
に
行
う
た
め
、
平
成
12
年
に
創
業
し

ま
し
た
。

　

平
成
14
年
に
は
、
山
口
県
経
営
革
新

計
画
の
承
認
を
取
得
、
当
時
一
般
的
で

は
な
か
っ
たCM

S

（
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
先
駆
け
て
開
発
し

ま
し
た
。
開
発
し
た
「
カ
ン
タ
ン
更
新
シ

ス
テ
ム
」
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
編
集
ソ
フ

ト
が
不
要
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ

の
み
で
手
軽
に
更
新
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
も
の
の
、

担
当
者
が
い
な
い
・
知
識
が
な
い
・
更

新
費
用
を
捻
出
で
き
な
い
な
ど
の
悩
み

を
も
つ
中
小
事
業
者
向
け
の
シ
ス
テ
ム
で

す
。
ま
た
、CM

S

導
入
だ
け
で
は
な
く
、

通
常
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
準
備

段
階
、
立
ち
上
げ
後
の
運
営
、
ア
ド
バ

イ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
・
管
理
は
、
地

道
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
積
み
上
げ
、
依
頼
者

と
の
信
頼
関
係
が
必
要
で
す
。
現
在
ま

で
県
内
外
の
数
百
の
サ
イ
ト
立
ち
上
げ

に
携
り
、
実
績
を
コ
ツ
コ
ツ
積
み
上
げ
て

き
ま
し
た
。
年
内
に
は
自
社
社
屋
が
完

成
し
、
新
社
屋
に
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
検
索
」
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
生
活
情
報
や
仕
事

に
か
か
わ
る
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
探
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か

ら
、
検
索
結
果

に
自
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
表

示
さ
れ
る
こ
と

が
、
広
告
や
販

促
な
ど
の
た
め

に
重
要
に
な
り

ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
や
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
検
討
中
の
事

業
者
の
方
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

県内の元気のある中小企業紹介⑰

「
見
や
す
く
、分
か
り
や
す
く
、効
果
的
な
」

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
つ
く
り
ま
す

山
口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
有
限
会
社

お
問
い
合
わ
せ
先

山
口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
有
限
会
社

　

〒
７
５
３
―
０
０
１
１

　

山
口
市
宮
野
下
１
０
２
９
―
２

 

丁
田
ビ
ル
２
Ｆ

　

☎
０
８
３
―
９
９
５
―
２
８
８
８

　

℻
０
８
３
―
９
９
５
―
２
８
８
１

　

MAIL　

info@
ynet.gr.jp

　

U
RL　

 http://ynet.gr.jp/

組合士検定試験の腕だめしコーナー
〔小規模企業への配慮〕
第 ８条　国は、小規模企業者に対して中小企業に関する施策を講ずるに当たっては、 Ａ の確保が特に困難で
あることが多い小規模企業者の事情を踏まえ、小規模企業の経営の発達及び改善に努めるとともに、金融、
Ｂ その他の事項について、小規模企業の経営の状況に応じ、必要な考慮を払うものとする。

第 三節　経済的社会的環境の変化への適応の円滑化
第 22条　国は、 Ｃ 、原材料の供給事情その他の経済的社会的環境の著しい変化による影響を受け、現に同一
の地域又は Ｄ に属する相当数の中小企業者の事業活動に著しい支障が生じ、又は生ずるおそれがある場合
には、中小企業の経営の安定を図り、及び Ｅ を円滑にするための施策その他の必要な施策を講ずるものと
する。
２ 　国は、中小企業者以外の者の事業活動による中小企業者の利益の Ｆ を防止し、中小企業の経営の安定を
図るための制度の整備その他の必要な施策を講ずるものとする。
３ 　国は、取引先企業の Ｇ の影響を受けて中小企業が Ｇ する等の事態の発生を防止するため、中小企業
に関して実施する Ｈ の整備その他の必要な施策を講ずるものとする。
４ 　国は、中小企業者の事業の Ｉ 又は廃止の円滑化を図るため、事業の再生のための制度の整備、小規模企
業に関して実施する Ｈ の整備その他の必要な施策を講ずるものとする。
５ 　国は、第一項及び前項の施策を講ずるに当たっては、中小企業の Ｊ の就職を容易にすることができるよ
うに必要な考慮を払うものとする。

答え：Ａ．⑥　　Ｂ．②　　Ｃ．⑬　　Ｄ．⑪　　Ｅ．⑨　　Ｆ．⑱　　Ｇ．⑮　　Ｈ．④　　Ｉ．⑯　　Ｊ．⑦

　次の記述は、中小企業基本法からの抜粋である。 の中に該当する語句を下記の語群の中から
選び、その番号で答えなさい。

〔語　　群〕
①売上の向上　②税　制　　　③景気変動　④共済制度　　⑤同一の規模　⑥経営資源　⑦従事者
⑧従業員　　　⑨事業の転換　⑩補助金　　⑪同一の業種　⑫国際情報　　⑬貿易構造　⑭復　興
⑮倒　産　　　⑯再　建　　　⑰搾　取　　⑱不当な侵害　⑲海外移転　　⑳資　金
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徳
山
商
店
街
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

　

今
年
は
、
周
南
市
の
中
心
商
店
街
が
60

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
銀
南
街
商
店
街
振
興

組
合
（
田
村
弘
道
理
事
長
）、
中
央
街
商

業
協
同
組
合
（
俵
義
紀
理
事
長
）、
徳
山

銀
座
商
店
街
振
興
組
合
（
清
水
芳
将
理
事

長
）
及
び
徳
山
み
な
み
銀
座
商
店
街
振
興

組
合
（
藤
村
哲
一
理
事
長
）
が
企
画
に
参

加
し
て
、
第
63
回
の
ん
た
祭
が
、「
徳
山
商

店
街
60
周
年
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー　

第
63
回

の
ん
た
祭
」
と
銘
打
っ
て
、
10
月
27
日
㈯
、

28
日
㈰
の
２
日
間
徳
山
中
心
商
店
街
一
帯

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
地
場
の
農
水
産
物

の
販
売
や
、
地
域
以
外
の
人
が
来
て
楽
し

い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
催
し
や
イ
ベ
ン
ト
を

市
民
総
ぐ
る
み
で
実
施
し
ま
す
。

外
国
人
技
能
実
習
生
の
声

山
口
県
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
組
合
協
議
会

　

９
月
16
日
㈰
、
広
島
市
の
広
島
経
済
大

学
に
て
第
５
回
全
国
外
国
人
技
能
実
習
生

弁
論
大
会
（
主
催
：
全
国
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
協
同
組
合
連
合
会
）
が
開
催
さ
れ
、
外

国
人
技
能
実
習
生
22
名
（
国
籍
は
、中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
が
、
日

本
語
で
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

山
口
県
か
ら
は
、
ユ
ー
・
ア
イ
・
ケ
イ

協
同
組
合
（
小
川
武
彦
理
事
長
）
の
４
名

が
出
場
し
、
同
組
合
の
王
超
さ
ん
が
「
私

の
日
本
で
の
生
活
」
と
題
し
、
日
本
の
習

慣
か
ら
学
ん
だ
自
分
の
成
長
に
つ
い
て
意

見
を
発
表
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

組
合
の
あ
し
た
を
拓
く
組
合
士
！

山
口
県
中
小
企
業
組
合
士
会

　

山
口
県
中
小
企
業
組
合
士
会
は
、
８
月

29
日
㈬
、
山
口
市
「
新
山
口
タ
ー
ミ
ナ
ル

ホ
テ
ル
」
で
、
平
成
24
年
度
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

的
場
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
議
案
の
審

議
に
入
り
、
事
業
報
告
・
決
算
、
事
業
計

画
・
収
支
予
算
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
伊
藤
靖
彦
氏
（
萩
温
泉

旅
館
協
同
組
合
）
と
垣
松
恵
子
（
山
口
県

菓
子
工
業
組
合
）
の
お
二
方
へ
の
優
良
組

合
士
の
表
彰
と
新
た
な
組
合
士
へ
の
認
定

証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
に
先
だ
ち「
中
小
企
業
に
お
け

る
省
エ
ネ・
節
電
講
習
会
」と
題
し
、一
般
財

団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
講

師
を
招
き
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
個
別
企
業
へ
の

節
電
診
断
、
省
エ
ネ
診
断
を
無
料
で
実
施

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

防
商
ホ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
店

天
神
町
銀
座
商
店
街
振
興
組
合

　

防
府
市
の
中
心
商
店
街
の
天
神
町
銀
座

商
店
街
振
興
組
合
（
坂
本
恵
次
理
事
長
）

で
は
、
防
府
商
業
高
校
と
連
携
し
、
今
年

も
９
月
13
日
㈭
、「
防
商
ホ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
店
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
商
店
街
と
高
校
が

連
携
を
し
て
、
販
売
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぶ
授
業
の
一
環
と
し
て
、
野
菜
か
ら
雑
貨
な

ど
を
販
売
す
る
６
つ
の
模
擬
店
を
商
店
街

内
の
「
天
神
ピ
ア
」
に
設
置
し
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
17
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。次
回
以
降
の「
防
商
ホ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
」
は
、
10
月
11
日
㈭
、
11
月
８
日
㈭
に

開
店
営
業
さ
れ
ま
す
。

大会後の集合写真

優良組合士の表彰

省エネ・節電講習

昨年ののんた祭りの様子
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お知らせ 国家試験 平成24年度（後期）

技能検定試験
技能五輪山口県予選大会
働く人々の技能を証明する国家検定試験です。
高度な技能を国や県が公に認めたことが証明されます。

●受検申込期間　10月１日㈪～10月12日㈮まで
● 受検案内（受検申請書）は当協会、市町役場労働担当課、職業
安定所等に用意しています。
●検定実施職種
◎印は技能五輪山口県予選大会職種（平２年１月１日以降に生まれた者）
機械保全（機械系・電気系・設備診断）・農業機械整備・かわ
らぶき・鉄筋・ガラス施工・防水施工・◎冷凍空調・◎石材施
工・◎建築大工・◎配管・◎機械・プラント製図（ＣＡＤ）・
特級・◎電気溶接・◎西洋料理等
 52職種42作業です。

お問い
合せ先 山口県職業能力開発協会 山口市中央四丁目３－６

☎ 083‒922‒8646
■ホームページでも技能検定のご案内をしています。
　URL  http://www２.ocn.ne.jp/̃syokunou/

「2012年中小企業組合教室」のご案内
コース名 内　　　　　　容 講　　　師 開催日時 開催場所 定員

◆ 組合運営・組合
制度と組合事務
管理の実務

・組合制度と中小企業基本法
・組合事業の運営と事務局機能
・行政庁への届出書類作成上の留意点
・変更登記の実務
・よくある質問Ｑ＆Ａ　　他
＊中小企業組合検定試験制度について

山口県中小企業団体中央会
組織支援班マネージャー
 佐々木　宏

平成24年
10月10日㈬
13:30～16:00

山口市吉敷下東
　３丁目１番１号
「山口県健康づくりセンター」
 第３研修室
TEL 083-934-2200

30名

◆ 中小企業組合会
計と組合関係税
制

・組合会計、税務のポイント
　⑴　組合特有の会計処理
　⑵　取引の仕訳について
　⑶　組合関係税制について
　⑷　決算整理事項と財務諸表の作成ほか
・企業の財務諸表チェックのポイント

税理士法人いそべ
 代表社員　小平　敏彦
（税理士、中小企業診断士、行政書士）

平成24年
10月16日㈫
13:30～16:00

◆労務管理 ・事例に見る知っておきたい労働法の知識
　⑴　労働問題とその対応ポイント
　　　～具体的事例と対応ポイント～
　⑵　事例に見る管理職の重要性
　⑶　社員を取り巻く法律と契約、ルールの基礎知識
　⑷　知っておきたい労働法
・労働関連助成金について

瀬口人事労務サポートオフィス
 代表　瀬口　詩麻
 （特定社会保険労務士）

平成24年
10月19日㈮
13:30～16:00

【受講対象】　組合役職員、青年部関係者等
【受 講 料】　１回の受講につき　1,000円
　　　　　　 （山口県中小企業組合士会会員、検定試験受験者は、500円）
　　　　　　※受講料は当日ご持参下さい。
【申込方法】　 中央会ホームページより受講申込書をダウンロードの上、FAX（083-925-1860）

にてお申し込み下さい。受講者には、受講確定通知書を送付します。
【本件に関するお問い合わせ】
　　　　　　山口県中小企業団体中央会
　　　　　　組織支援班［山口市中央四丁目５番16号］　　TEL（083-922-2606）

［こんな方にオススメ！］
○組合を設立されたばかりの方
○ 理事、監事又は事務局職員に就任されたばかり（又
は就任予定）の方
○役員・事務局職員の方でスキルアップを図りたい方
○中小企業組合検定試験を受験したい方
［中小企業組合士とは？］
組合の職務の遂行に必要な知識に関する検定試験を行
い、試験合格者の中から３年以上の実務経験を有する
者に対し、中小企業組合士の称号を与える制度

検定試験を受けて組合士になろう！ 中小企業組合士検定試験受験者受付中
　中小企業組合士検定試験は、組合
の職務の遂行及び指導に必要な知識
に関する試験を行っています。
　試験に合格され、組合等での実務
経験（３年）を有する方に中小企業
組合士の称号を贈ることにより、組
合の役職員等の資質の向上を図り、
組合の健全な発展を図ろうとするも
のですので奮ってお申込み下さい。

【試 験 日】　平成24年12月２日㈰　10：00～16：00
　　　　　　・組合会計　10：00～12：00（２時間）
　　　　　　・組合制度　13：00～14：20（１時間20分）
　　　　　　・組合運営　14：40～16：00（１時間20分）
【試験会場】　新山口ターミナルホテル　山口市小郡下郷1292番地
【願書受付】　平成24年10月15日㈪まで
【受 験 料】　5,000円（一部科目免除者は3,000円）
【お問い合せ】　山口県中小企業団体中央会
　　　　　　　　組織支援班　田中まで　☎ 083‒922‒2606
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岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

月次景況調査結果

－80

－90

－70

－60

－50

－40

－30

－20

－10
（DI値）

H23.8 9 10 11 12 H24.1 2 3 4 5 6 7

全国
山口

㈪

－46.3

－37.1

業種別の景況
業　　　種 ８月期 対前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →

輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →

小 売 業 →
商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →
建 設 業 →
運 輸 業 →

　業界の景況の推移－全国平均との比較－

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合
（表、グラフについては、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

地 域 別 の 景 況
DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 
－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

景況動向

平成24年８月期
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　地区・業種を代表とする県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、
行政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://www.axis.or.jp/）の「月次景況調査」に掲載していますのでご活用下さい。

製

造

業

食 料 品
○　今年のお盆休暇は昨年よりも長かったので、人の動きが良く、土産菓子は
昨年より好調であった。和洋菓子他と手広く営業されているところは、苦戦
をしており、組合員の破産のニュースには業界も驚きを受けた。
 （パン・菓子製造業）

繊 維 工 業
○　全体的に販売が低調気味で苦戦が続いている。傘下企業の広瀬工業がオーダー
メイドの補整下着のブランドを立ち上げ、８月からネット販売をスタート。新規客
の発掘に取り組んでいる。 （下着類製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　梅雨が上がれば、新設住宅着工戸数が増えるのではと期待したが、期待外れ
であった。木材価格は、依然、昨年平均を下回っている。業界の景気は、全体
的に若干下降気味であるが、前月と変わりがない。 （製材業・木製品製造業）

印 刷 ○　材料の価格低下が見られるが、売上げが目標に達しない状況が続いており、経
費削減のみでは、利益の確保が出来ないところまできている。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　対前年同月比は、骨材56％、路盤材84％、再生材70％、全体では64％。
 （砕石製造業）
○　組合員間で、売上量の差が生じてきている。 （石工品製造業）

一 般 機 器

○　半導体を始めとする景況は、先行きの不透明感が増している。工作機械・自動
車関連も同様で、特に４月以降の落ち込みが顕著である。（一般機械器具製造業）

○　絶対量の確保が厳しく、新規顧客の取り込みも大変厳しい状況にある。県内大
手企業の閉鎖・売却や、燃料・原料価格も高騰傾向にあり、製造業は今以上に
厳しくなると予想される。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器
○　当面の作業量の見通しに明るい材料が見当たらず、低調に推移している。見積
もりの依頼は、単価の引下げの要求幅が大きく、利益の確保は困難を極め、ギリ
ギリの経営を迫られている。 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業 ○　各業種とも厳しい状況に加え、少しずつ燃料価格が上昇してきており、景気の
悪化が懸念される。 （山口市）

小 売 業
○　前年８月は悪すぎたが、今年は好天気でもあったので、前年比プラスの結果と
なった。オリンピックの好成績が買い物気分の高揚につながったのかも知れない。
 （各種商品小売業）

商 店 街

○　隣接の商店街でも飲食店の開業が続いており、物販店に続き、飲食店のオー
バーストア状況で、僅かなパイで市場の取り合いをしている。 （山口市）
○　土曜夜市や花火大会で商店街も賑やかで、特に飲食店などは、売上アップとなっ
た。 （宇部市）
○　老舗パン・菓子製造業の閉店は、業種不足の商店街に痛手。 （萩市）

サービス業
○　８月に入り、暑くなったので、客数が伸び、まずますの収益があった。反面、
９月からの収益は心配をしている。 （美容業）
○　宿泊客数は前年同月比で93.5％とかなり悪い。１月～４月は良かったが、５月
～７月が下り、その原因が良く解らないでいる。 （旅館業）

建 設 業
○　見積もり物件数は少しずつであるが、増えてきている。 （鉄骨工事業）
○　公共事業は新年度発注が出る時期であるが、依然として低調な状況が続いてい
る。民間の建物解体工事が少しずつ出ており、これら工事が今後の増加につなが
ることを期待したい。 （土木工事業）

運 輸 業

○　昨年度は、震災後の取り戻し生産もあり増産の月でもあった。今年はお盆休暇
があった事もあるが、昨年度に比べても低調。 （一般貨物自動車運送業）
○　大手工場の撤退等もあるが、特定の得意先ではなく、全体的に利用単価が低
下しており、加えて利用回数も大幅に減少している状況。現金利用客の減少はこ
れほどではない様子。 （一般旅客自動車運送業）

情報連絡員報告 平成24年８月期

景況動向
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　中央会ＰＲ・お知らせ

平成24年度 人事労務管理セミナーのご案内

テーマ　「自然災害対策並びに社内不祥事の際の企業対応について学ぶ」
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第１部　地震などの自然災害対策に対する危機管理　（13：45～15：00）
　　　　•リスクに備える危機管理マニュアルの作成法　、BCPの作成法
第２部　社内不祥事に即応するリスクマネジメントを学ぶ（15：15～16：45）
　　　　•企業リスクとコンプライアンス違反　　•不祥事が起きる４M分析と危機管理の必須心得
開催日時　11月27日㈫　13：30～16：45　（13：00開場）

開催開場　地方職員共済組合湯田保養所　翠山荘

　　　　　　〒753-0056　山口市湯田温泉３－１－１　　☎：083（922）3838　　駐車場完備

講　　師　株式会社ウェルネット代表取締役　山根義信殿（東洋大学大学院非常勤講師、中小企業診断士他）

受 講 料　経営者協会会員、産雇センター賛助会員　4,000円　　一般　6,000円　（消費税込み）

募集定員　50名　　締切日11月12日㈪　受講料については、セミナー当日現金でお願いします。

主催　山口県経営者協会
　　　㈶産業雇用安定センター山口事務所

共催
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中小企業等協同組合法の一部を
改正する法律案の概要　改正の趣旨

　事業基盤を共通とすることによって効率的な業務の実施を図るため、現在火災共済協同組合のみが
行うこととされている火災事業を、事業協同組合においてその他の共済事業と合わせて総合的な共済
事業として実施することを可能とするものです。 平成26年４月１日から施行
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　中央会ＰＲ・お知らせ
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新規高卒者の正規採用枠及び
離職者の採用枠の確保を要請

　９月12日㈬、山口県半田健二商工労働部長、厚生労働省笹嶋貢山口労働局長並びに山口県教育委員
会田邉恒美教育長が、新規高卒者の正規採用枠及び離職者の採用枠の確保と更なる拡大の要請のため、
本会を訪問されました。本会伊藤会長に対し、県内の雇用情勢は、７月の有効求人倍率が0.87倍と、
３年連続して１倍を下回る低い水準で推移する中、来春の新規高卒者の７月末現在での県内求人倍率
が0.68倍と、昨年同様大変厳しい状況となっており、
このままでは、未内定のまま卒業せざるを得ないこ
とが懸念されること等の説明がありました。その上
で、傘下の会員組合への働きかけを依頼した「要請
文」が手渡されました。要請文につきましては、中
央会ホームページに掲載し、写しを会員の 皆さま
にお届けいたします。本会会員組合傘下の企業の皆
さまには、趣旨をご理解の上、新規学卒者や離職者
等の積極的な雇用に取り組んでいただきますようお
願い申しあげます。
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「2012年 組合トップセミナー」のご案内
　厳しい経済情勢が続く中、協同組合等連携組
織の必要性が求められており、組合事業等の活
性化により、組合員企業や地域を元気にするた
め、組合事業の活性化策を中心に、事例・ヒン
トを交えてご講演をいただく「トップセミナー」
を次のとおり開催します。改めてご案内します
が、奮ってご参加下さい。
【日時】　平成24年11月26日（月曜日）
　　　　15時30分から18時30分まで
【場所】　山口グランドホテル　鳳凰の間（山口市小郡）
【テーマ】　「戦略的連携による中小企業の成長」
【講師】　広島大学大学院教授
　　　　社会科学研究科マネジメント専攻
　　　　（中国地域ニュービジネス協議会大賞・審査会長）
 教授　井　上　善　海　氏
　※ なお、セミナー修了後、交流会も予定して

おります。
【お問い合わせ】
　山口県中小企業団体中央会（担当：組織支援班　山根）
　☎ 083-922-2606
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印刷製本　株式会社 桜プリント社

表紙写真
防商ホットショップ

（天神町銀座商店街振興組合）

　ひらお特産品センター協同組合で、地元の新鮮な野菜やお弁当、惣菜等

の販売、管理等をされている皆さんをご紹介します。

　職場のモットーは、「ひらお特産品センターには、お客さんや組合員、組

合員以外の方が多く来られますので、明るく元気に、笑顔で親切な対応を

いつも心がけています」とのこと。

　組合のＰＲをお願いしたところ、「毎朝農家の皆さんから開店直前に届け

られる新鮮な野菜はおすすめです。また、地元野菜を使った美味しいお弁

当も人気があります。ひらお特産品センターは、国道188号線沿いにあるグ

リーンの大きな屋根と時計台が目印です。安心・安全で、おいしく、新鮮

なものを届けていますので、ぜひ一度、お越し下さい。」と素敵な笑顔で応

えていただきました。

2012Oct
今月の

さわやかレター

ひらお特産品センター協同組合
金福　佳子さん　　武田　リカさん　　丸山　和恵さん

魚﨑　結花さん　　岩花　純子さん


